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《あま市緑の基本計画 ～新規施策の関する補足説明～》 

１ グリーンインフラの推進 

令和元（2019）年 7 月に、国土交通省から、グリーンインフラの取組みを推進する

方策等についてとりまとめた「グリーンインフラ推進戦略」が公表されました。 

昨今の自然災害の頻発化・激甚化、人口減少や少子高齢化等の社会経済情勢の変化を

踏まえ、次世代を見据えた社会資本整備や土地利用を推進する観点から、グリーンイン

フラの取組みを加速していくことが示されています。 

グリーンインフラを推進するための方策として、緑の基本計画の策定に関わる下記の

記載があります。 

（１）グリーンインフラ主流化のための環境整備 

  ③ 各種法定計画への位置づけ 

   ⅲ）緑の基本計画 

     緑の基本計画において、グリーンインフラの取組を盛り込むよう市町村

を促すため、通知の発出、事例紹介等を行う。 

（２）グリーンインフラ推進のための支援の充実 

  ③ 緑の総合的な支援制度 

    緑の基本計画に基づいて行われる公園緑地、緑化施設、市民農園の整備な

ど、地方公共団体等における総合的なグリーンインフラの取組を支援する制

度を検討する。 

出典：「グリーンインフラ推進戦略」（令和元年 7 月）国土交通省 より  

また、グリーンインフラの活用が想定される場面について、以下の８つの場面が示さ

れており、これらを参考としつつ、地域の実情、課題に対応した様々なグリーンインフ

ラの取組が進められることが期待されています。 

《グリーンインフラの活用を推進すべき場面》 

（１）気候変動への対応 

（２）投資や人材を呼び込む都市空間の形成 

（３）自然環境と調和したオフォス空間等の形成 

（４）持続可能な国土利用・管理 

（５）人口減少等に伴う低未利用地の利活用と地方創生 

（６）都市空間の快適な利活用 

（７）生態系ネットワークの形成 

（８）豊かな生活空間の形成 

出典：「グリーンインフラ推進戦略」（令和元年 7 月）国土交通省 より  

《新たな施策とキーワード》 
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☆ グリーンインフラ活用型都市構築支援事業の創設 ☆ 

令和２（2020）年 7 月に、国土交通省から、「グリーンインフラ活用型都市構築支援

事業の創設について」公表されました。 

本制度は地方公共団体だけでなく、民間主体の取組も一体的に支援するもので、主に地方

公共団体向けの補助制度（社会資本整備総合交付金制度）と民間主体向けの補助制度（都市

再生推進事業制度）の２種類があります（制度名はともに「グリーンインフラ活用型都市構

築支援事業」です）。 

 

 【施策の概要】 
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２ 公募設置管理制度（Park-PFI）について 

 

１）公募設置管理制度（Park-PFI）の創設 

概 要 

○都市公園のストックの増加（一人当たり都市公園面積：10 ㎡／人を超
えている）や公園施設の老朽化、魅力の低下などが課題としてある中、
財政制約等から地方公共団体の整備費、維持管理費は限られているた
め、公園整備、老朽化した施設の更新への投資もある程度限界がありま
す。 

○そのため、都市公園の魅力向上、施設整備・更新を持続的に進めていく
ためには、公共の資金だけではなく、民間の資金・技術力の活用をより
一層推進することが必要となります。 

○そこで、民間活力による新たな都市公園の整備手法として、「公募設置
管理制度（Park-PFI）」を創設することで、公園の再生・活性化を推進
します。 

【公募設置管理制度の特徴】 
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２）公募設置管理制度（Park-PFI）の事例 

【民設民営による都市公園の再整備事例（天王寺公園（大阪市））】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【地方における民活事例（大津湖岸なぎさ公園（大津市））】 
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３ 公園の活性化に関する協議会の設置について 

 

３）公園の活性化に関する協議会の設置 

概 要 

○公園管理者は、都市公園の利用者の利便の向上に必要な協議を行うた

めの協議会を組織することができます。 

○各構成員には、協議が整った事項について尊重義務があります。 
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４ 「みどり法人」制度の活用について 

 

１）緑地保全・緑化推進法人（みどり法人）制度の拡充（都市緑地法第６９条） 

概 要 

○財政面・人員面の制約から、地方公共団体が自ら緑地を買い取り又は借
り受けて、緑地の保全・整備を行うことは限界があります。 

○一方、ＮＰＯや企業ＣＳＲによる緑地の保全・整備の取組みが広がりつ
つあり、このような民間主体を公的に位置付け、社会的信用を高めると
ともに、地方公共団体との連携を強化することで、民間主体による自発
的な緑地の保全・整備の推進を図ります。 

 

２）市民緑地認定制度の創設（都市緑地法第６０条） 

概 要 

○都市部において、良好な都市環境の形成に不可欠な緑地・オープンスペ 
ースが未だ不足している地域があります。 

○財政面の制約等から、地方公共団体が用地を取得し都市公園を整備する
ことには限界がある一方で、都市内で使い道が失われた空き地等が増加
しています。 

○そこで、市民緑地認定制度を創設し、ＮＰＯ法人や企業等の民間主体が
空き地等を活用して公園と同等の空間を創出する取組みを推進します。 
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５ 市民緑地認定制度について 

（資料出典：市民緑地認定制度活用の手引き（令和 2 年 6 月）国交省都市局公園緑地・景観課） 
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事例写真）路地裏マルシェ        かしわ路地裏市民緑地      ふうせん広場 

（千葉県柏市）        （千葉県柏市）         （千葉県柏市） 

事例写真）紫陽花オープンガーデン   成城三丁目こもれびの庭市民緑地  安行オープンガーデン 

（千葉県柏市）       （東京都世田谷区）        （埼玉県川口市） 

事例写真）ノリタケの森            ノリタケの森       大手町の森 

（愛知県名古屋市）         （愛知県名古屋市）    （東京都千代田区） 

事例写真）コクーンシティ         さいたま新都心けやきひろば    一号館広場 

（埼玉県さいたま市）      （埼玉県さいたま市）       （東京都千代田区） 
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次頁以降で事例紹介 
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６ 緑化重点地区について 

《緑化重点地区とは》 

緑化重点地区とは、都市緑地法において、「緑化地域以外の区域であって重点的に緑化の

推進に配慮を加えるべき地区」として、緑の基本計画において、必要に応じて緑化重点地

区を定めることとされています。 

そのため、緑化重点地区では、本市の重点的な緑化施策に加え、市民及び事業者などの

多様な主体において、都市緑化基金の活用、市民や自治会によるボランティア活動の展開

等、それぞれの立場で自主的な緑化の推進が積極的に行われることが期待できるため、積

極的な地区の設定を行うとともに、緑化の推進に向けた官民連携の方針を定めることが望

ましいとされています。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

「重点的に緑化の推進に配慮を加えるべき地区」として緑の保全と緑化を推進 

【参考資料】緑化重点地区について    （出典：都市緑地法運用指針より） 

＜緑化重点地区の設定要件の具体例＞ 

① 駅前等都市のシンボルとなる地区 

② 特に緑が少ない住宅地 

③ 風致地区など都市の風致の維持が特に重要な地区 

④ 防災上緑地の確保及び市街地における緑化の必要性が比較的高い地区 

⑤ 緑化の推進に関し住民意識が高い地区 

⑥ エコロジカルネットワークを形成する上で緑化の必要性が高い地区 

＜区域設定の留意事項＞ 

〇緑化重点地区は、緑化地域以外の区域を定めるもの 

〇緑化重点地区は、比較的緑が少なく重点的に緑化の推進に配慮を加えるため緑化

推進施策を定めるものであり、例えば、農用地区域及び保安林等については緑化

重点地区に定めるものではない。 

＜緑化重点地区で講じる緑化施策＞ 

  〇緑地協定及び市民緑地契約の締結 

〇市民緑地設置管理計画の認定（市民緑地認定制度） 

〇公共公益施設の緑化 

〇地区計画等の区域における緑化率規制 

〇緑化施設整備計画の認定 

〇民有地緑化に対する助成 

〇都市公園の整備 

〇当該地区において講じる緑化施策 等 
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７ インクルーシブパーク 

インクルーシブパークとは、障害のある子もない子もみんな一緒に遊べる公園です。 

令和２（2020）年 3 月、日本で初めてのインクルーシブ公園（インクルーシブパー

ク）が東京都世田谷区砧（きぬた）公園のみんなの広場に誕生しました。その後豊島区

でもとしまキッズパークがオープンするなど、徐々に国内にインクルーシブパークが広

がりつつあります。 

資料・写真出典：PARKFUL 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例）世田谷区砧公園（みんなの広場） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事例）豊島区（としまキッズパーク） 
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８ ドッグラン 

あま市には、庄内川河川敷公園内にドッグランがあります。競技犬エリアを有する施

設は貴重であり、管理運営を『あま市ドッグランボランティア』が行っています。今後

も市民（ボランティア団体）や事業者との協働による管理運営を推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真：あま市庄内川河川敷公園内ドッグラン 

【事例紹介】ここでは、県内の公園緑地内にあるドッグランをご紹介します。 

※〔  〕内は設置者 

■庄内緑地（名古屋市西区）ドッグラン〔名古屋市〕 

 

 

 

 

 

 

写真出典：庄内緑地公式 HP 

■大高緑地（名古屋市緑区）ドッグラン〔愛知県〕 

 

 

 

 

 

 

資料・写真出典：大高緑地公式 HP 
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■大野極楽寺公園（一宮市）わんわん広場（ドッグラン）〔一宮市〕 

 

 

 

 

 

 

資料・写真出典：大野極楽寺公園公式 HP（指定管理者：公園財団） 

 

■蘇南公園（江南市）ドッグラン広場〔江南市〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料・写真出典：江南市公式 HP 

■新宝緑地（東海市）ドッグラン〔名古屋港管理組合〕 

公共のドッグランとして新

宝緑地の指定管理者ホーメ

ックス㈱と NPO 法人新宝緑

地ドッグソサエティが協働

管理を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料・写真出典：新宝緑地ドッグラン HP 

（NPO 法人ドッグソサエティ） 
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9 自然環境保全地域 

あま市の蓮華寺寺叢は、愛知県の自然環境保全地域（第１号）に指定された貴重な自然環境です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


